
今年は巳年ですね！ 

 

 

 

 

 

 

 巳年のシンボルである蛇は日本人の古い信仰に登場することが多く、蛇が畏怖すべき界

隈の主だという観念があり、脱皮を繰り返して成長していく蛇は『死と再生』を繰り返し

ていく不死の象徴ともされ実に神秘的な生物として捉えられました。 

 日本の古代信仰の名残は古く、格式の高い神社にみられ、その御神体や神様そのものが

蛇だという【蛇神】が多く存在しているそうです。 

代表的なところでは 

◎出雲大社 
島根県の【出雲大社】ではその御神体を竜蛇様とよび、神聖な浜に漂着し

た『ウミヘビ』を、とぐろを巻いた状態にして祀る 

◎大神神社 

       奈良県の【大神（おおみわ）神社】は三輪山を御神体としていて祭神の『オ

オモノヌシ』は蛇の姿をした神 

◎諏訪大社 

長野県の【諏訪大社】の祭神は蛇の神だと伝えられ『シャブジ』という土

着の古代神 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 1 月６日発行 

身延山大学医務室 

『復活と再生』の意味がある巳年は新しいこと

が始まる年だといわれています。また『巳（み）』

の読みから実を結ぶ年ともいわれているので、

今までの努力が報われ、これから未来に向けて

新しいことを始めるのにピッタリの年です。 

さあ、行動を起こしましょう！ 



 

 

 

 お正月に家族や親戚が集まって一緒におせち料理を食べることは、日本を代表する伝統

的な行事の一つですが、最近は、一人おせち、仲間とのおせち等もあり、料理の内容も中

華やイタリアンなど多種多様になっていますね。また、元来は自宅で作り置きしていまし

たが、近年では有名料理店や百貨店等で作ったものを冷蔵や冷凍保存し、通信販売される

事も多くなりました。 

 おせち料理は「いつごろから食べ始められたの？」「料理にどんな意味があるの？」等、

知っていて損はないおせちの豆知識をちょこっと召し上がれ❣ 

おせちの由来は「お節供（おせちく）」「節会（せちえ）」という言葉です。

稲作が全国に広まった弥生時代に、収穫に感謝して神様にお供え物をす

るという風習が生まれ、奈良時代には節日（季節の変わり目などに祝い事

をする日）に宮廷内の行事として「節会」がはじまり、祝宴で神様に供える食べ物のこと

を「お節供」と呼ぶようになり、民間に広まるようになったのは江戸時代のことです。 

 お正月には年神様（毎年お正月、各家にやってくる豊作や幸せをもたらす神様）をお迎

えしますが、お迎えした後物音をたてて騒がしくしないために、炊事仕事をすることは好

ましくなく料理をすることは控えていて、そのため年末に日持ちのする料理を作り、お正

月には家族揃っておせち料理を食べるようになりました。（諸説あり）（参照 郵便局のチラシ）         

 

料理名 込められた願い・意味  料理名 込められた願い・意味 

黒豆 
まめまめしく働けますように 

黒色で邪気を払う 
伊達巻き 学業成就 

数の子 
子だくさんや子孫繫栄 

両親の長寿や健康 
紅白なます 紅白でおめでたさを表現 

田作り（ごまめ） 豊作 酢レンコン 
将来の見通しが良くなるように 

見通しの良い一年となりますように 

たたきごぼう 深く根付いて繁栄する 鯛の焼き物 めでたい・縁起が良い 

紅白かまぼこ 
魔除けや慶び（紅） 

清浄や神聖さ（白） 

ぶりの照り

焼き 
立身出世 

栗きんとん 
勝負運上昇 

金運上昇 

海老の焼き

物 

長寿 

成長と発展 

昆布巻き 
不老長寿や子孫繁栄 

慶び 
筑前煮 夫婦円満・良縁 

歴史と由来 

定番料理に込められた願いと意味 


